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1. PLM とは何か：概念・定義・存在意義 

「PLM（Product Lifecycle Management：製品ライフサイクル管理）」という言葉を耳にする機会は増えた

が、その本質を正確に語れる担当者は驚くほど少ない。「CAD データを管理するシステム」「図面の版管理

ツール」──そのような断片的な理解では、PLM 導入の真の価値を引き出すことはできず、莫大な投資対効

果も得られないまま終わることになりかねません。 

本稿では、PLM の概念・主要機能を整理したうえで、世界三大 PLM プラットフォームである Siemens

「Teamcenter」、Dassault Systèmes「ENOVIA（3DEXPERIENCE）」、PTC「Windchill」を多角的に比較

し、日本の製造業がこれらを選定・活用するための判断軸を提供します。 

 

1.1 PLM の定義：製品の「一生」をデジタルで統治する 

PLM とは、製品の構想・設計・試作・製造・販売・保守・廃棄に至る全ライフサイクルにわたって、「誰

が・何を・いつ・どのバージョンで」承認したかという情報を一元管理するエンタープライズ基盤の総称で

す。 

単なるファイル管理に留まらず、変更管理・BOM（部品表）管理・ワークフロー・CAD 統合・コンプライ

アンス管理・サプライヤー協業など、製品開発に関わるすべての情報とプロセスをデジタルの糸で縫い合わ

せる役割を担います。 

 

PLM を一言で定義すると 

「製品の誕生から死に至るまでのすべての情報・プロセス・関係者をデジタルで連鎖させ、一貫し

た管理下に置くためのエンタープライズ基盤」である。ERP が「経営資源の最適配分」を担うとす

れば、PLM は「製品知識の最大活用」を担う双璧の存在です。 
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1.2 なぜ今、PLM が問われるのか 

製造業を取り巻く環境は、かつてとは比較にならないほど複雑化しています。 

●製品の複雑化と開発期間の短縮：電子部品・ソフトウェア・メカの融合により、一製品に含まれる部品

点数・ドキュメント量が指数関数的に増加している。 

●グローバル開発体制：設計は日本、試作は欧州、量産は東南アジアという分散開発が標準化し、拠点間

での情報の整合性管理が深刻な課題となっている。 

●規制・コンプライアンス要件の強化：RoHS・REACH・CE・ISO13485 等、製品が遵守すべき法規制が

増加し続けており、エビデンスの一元管理が不可欠となっている。 

●変更管理の失敗コスト：設計変更が適切に伝達されず、旧図面での製造が行われることによる手戻りコ

ストは、製造業における最大の損失源の一つである。 

PLM はこれらの課題に対し、情報の「唯一の真実（Single Source of Truth）」を提供することで応えます。 
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2. PLM が有する主要機能 

PLM プラットフォームが提供する機能は多岐にわたりますが、製造業の実務において中核となる機能を以下

の 7 つの領域に整理します。 

 

2.1 PDM（製品データ管理）：情報の金庫番 

PLM の最も基礎的な機能であり、すべての製品情報（CAD ファイル・図面・仕様書・計算書など）をバー

ジョン管理付きで安全に格納・管理します。 

●ボルティング（Vaulting）：ファイルを DB と連動した安全なリポジトリに格納。ローカル保存・メール

添付による情報の散逸を根本から防止。 

●チェックイン／チェックアウト：ファイルを「借出中」状態にロックし、複数ユーザーの同時編集によ

る競合・上書きを防止。 

●バージョン・リビジョン管理：改訂のたびに履歴を保持。「なぜその形状になったのか」という設計意

図の追跡が可能になる。 

●アクセス制御（Access Control）：ロール・組織・ライフサイクル状態に基づき、閲覧・編集・承認の権

限を細粒度で制御。 

 

2.2 BOM 管理（部品表管理）：製品構成の司令塔 

BOM（Bill of Materials：部品表）は製品の「設計思想を数字で表現したもの」であり、PLM における最重

要情報資産です。PLM は以下の複数の BOM 形態を管理します。 

●EBOM（Engineering BOM）：設計部門が定義する設計部品表。機能・性能の観点で構成されており、

CAD の構成と連動。 

●MBOM（Manufacturing BOM）：製造部門が使用する製造部品表。EBOM から変換・派生し、工程・

工順・代替品を含む製造観点で再編成。 
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●SBOM（Service BOM）：保守・アフターサービス部門が使用するサービス部品表。交換部品・補用

品・サービス手順と紐付く。 

この 3 種の BOM を「一つの真実」として連携させ、設計変更が MBOM・SBOM に自動反映されるよう統

制することが、PLM の最大の価値の一つです。 

 

2.3 変更管理（Change Management）：設計変更の制御と追跡 

製品開発において設計変更は避けられません。しかし変更の管理が不徹底な場合、「旧仕様で製造してしま

った」「変更前の図面が現場に残っていた」という深刻な問題が生じます。PLM の変更管理機能はこの問題

を根絶します。 

●ECR（Engineering Change Request：設計変更要求）：変更の必要性・理由・影響範囲を定義した変更要

求。起票から始まる変更の起点。 

●ECO（Engineering Change Order：設計変更指示）：ECR が承認された後、実際の変更作業を指示する

文書。変更内容・適用時期・影響部品を特定。 

●ECI（Engineering Change Implementation：設計変更実施）：ECO に基づいて実際に CAD データ・

BOM・図面が変更されたことを記録。 

●影響分析（Where Used / Impact Analysis）：変更対象の部品がどの製品・アセンブリに使われているか

を瞬時に可視化。 

 

2.4 ワークフロー管理：プロセスの自動化と追跡 

設計レビュー・承認・変更通知・リリース管理などの業務プロセスを電子化・自動化します。 

●承認ワークフロー：設計完了→レビュー→承認→リリースの流れを電子化。紙・メール・口頭による承

認の属人性・証拠性の欠如を解消。 

●並列・条件分岐フロー：複数承認者への並列送付、条件による分岐経路の設定が可能。 

●通知・催促機能：タスクが滞留した場合の自動リマインダー、期限超過の上位者へのエスカレーショ

ン。 

●監査証跡（Audit Trail）：誰が・いつ・何を承認したかを完全記録。規制対応・内部監査に必須。 
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2.5 CAD 統合：設計ツールとの連携 

PLM の価値は、設計者が日常的に使用する CAD ツールとのシームレスな統合によって初めて最大化されま

す。CAD と切り離された PLM は、設計者にとって「二重入力を強いる余計なシステム」に成り下がりま

す。 

●CAD 統合（MCAD Integration）：SolidWorks・CATIA・NX・Creo 等の CAD ツールから直接チェック

イン・チェックアウト・検索が可能。CAD の「親子関係」が BOM に自動反映。 

●アセンブリ構成の自動取込：CAD 内で定義されたアセンブリ構成が、そのまま EBOM として PLM に格

納される。BOM の手入力は原則不要。 

●ビジュアライゼーション（Visualization）：CAD ライセンスを持たないユーザー（調達・製造・営業）

でも、3D モデルをブラウザ上で閲覧・マークアップ・断面確認が可能。 

 

2.6 プロジェクト管理・コラボレーション 

開発プロジェクトのスケジュール管理・マイルストーン管理・タスク割当を、製品データと紐付けながら統

合管理します。 

●マイルストーン管理：DR（デザインレビュー）・試作・量産移行などのゲートと製品データのリリース

状態を連動させ、ゲート通過条件をシステムで強制。 

●サプライヤーポータル：設計情報・BOM・仕様書をサプライヤーと安全に共有するためのポータル機

能。メールでの図面添付という情報漏洩リスクを排除。 

●デジタルモックアップ（DMU）：複数部品の 3D モデルを仮想空間で干渉確認、試作コスト・手戻りを

大幅削減。 

 

2.7 分類・再利用管理（Classification & Reuse） 

既存部品を「ゼロから設計する」のか「既存部品を流用する」のかは、製品開発コストに直結する戦略的判

断です。PLM の分類機能はこの判断を支援します。 
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●部品分類（Classification）：形状・材質・規格・寸法などの属性で CAD 部品を分類・タグ付け。 

●類似品検索：新規設計着手前に「似た部品がすでに存在しないか」を形状・属性で検索し、既存部品の

流用を促進。部品種類数の増大（Variety Proliferation）を抑制。 

●標準化・ゴールデンパーツ管理：設計部門が推奨する「使うべき部品リスト」を登録・公開し、全設計

者が参照可能な状態に。 
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3. 三大 PLM プラットフォーム比較 

世界の PLM 市場は事実上、Siemens「Teamcenter」、Dassault Systèmes「ENOVIA

（3DEXPERIENCE）」、PTC「Windchill」の三社がリードしており、日本の製造業の主要企業もこのいず

れかを採用しています。各プラットフォームには固有の設計思想・強み・弱みがあり、自社の業種・規模・

既存環境との相性を正確に見極めることが選定の要諦です。 

 

3.1 各プラットフォームの概要 

Siemens Teamcenter 

Teamcenter は、Siemens Digital Industries Software が提供する PLM プラットフォームで、世界で最も広範

な PLM ユーザー基盤を持つ。自動車・航空・防衛・機械・エネルギー等、重工業系製造業に強みを持ち、

同社の CAD 製品「Siemens NX」との統合が特に堅固です。オンプレミス・クラウド（Teamcenter X）・ハ

イブリッドの展開が可能で、大規模グローバル製造業への実績が豊富。アーキテクチャとしては、Item とそ

の改訂（Item Revision）、データセット（Dataset）、フォルダー・ワークフローを基軸としたオブジェクト

モデルを持ちます。 

 

Dassault Systèmes ENOVIA（3DEXPERIENCE Platform） 

ENOVIA は、Dassault Systèmes（DS）が提供する PLM 製品であり、現在は同社の統合プラットフォーム

「3DEXPERIENCE」上に展開されています。もともと MatrixOne が開発した MQL（Matrix Query 

Language）ベースのビジネスオブジェクトモデルを継承し、型（Type）・属性（Attribute）・関係

（Relationship）・ライフサイクルポリシー（Policy）という独自のアーキテクチャを持ちます。CAD 製品

「CATIA」との統合が強く、航空宇宙・自動車（特に欧州系 OEM）・ハイテク製造業に多数の導入実績が

あります。3DEXPERIENCE への統合により VPM（Virtual Product Management）・SIMULIA・DELMIA
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とのシームレスな連携が強みです。 

 

PTC Windchill 

Windchill は、PTC（Parametric Technology Corporation）が提供する PLM プラットフォームです。Java ベ

ースのウェブアーキテクチャを早期に採用し、ブラウザベースの UI を先進的に実現してきた経緯を持ちま

す。PTC 自社 CAD「Creo（旧 Pro/E）」との統合が最も堅固であり、機械・産業機器・医療機器・電子機

器等の製造業に広く採用されています。ファイルのボルティング（Vaulting）・レプリケーション機能が高

度に発達しており、グローバル拠点間でのデータ同期に強みを持ちます。近年は ThingWorx（IoT）・

Vuforia（AR）との統合により Digital Thread の実現を推進しています。 

 

3.2 機能別比較表 

機能・項目 Teamcenter （Siemens） ENOVIA （Dassault） Windchill （PTC） 

開発元・ブランド 
Siemens Digital Industries 

Teamcenter 

Dassault Systèmes 

ENOVIA / 

3DEXPERIENCE 

PTC Windchill 

自社 CAD との統合 

★★★ NX との統合が最

強。 NX データをそのまま

PLM 管理。SolidWorks も

対応。 

★★★ CATIA との統合

が最強。 3DEXPERIENCE

上での完全統合。 

★★★ Creo との統合が

最強。 Pro/E からのシー

ムレス連携。 

他社 CAD 対応 

★★★ SolidWorks・

CATIA・Creo・AutoCAD

等 広範な CAD 対応アダプ

ターを保有。 

★★☆ CATIA 以外はア

ドオンで対応。 

SolidWorks は DS 傘下で

連携強化中。 

★★☆ Creo 以外はコネ

クター経由。 NX・CATIA

対応は限定的。 

BOM 管理 

★★★ 

EBOM/MBOM/SBOM を

分離管理。 Manufacturing 

Process Planner で工程

BOM 変換。 

★★★ 3DEXPERIENCE

上で VPM による BOM 構

成管理。エフェクティビテ

ィ管理に強み。 

★★★ Part Structure 管

理。 WTPart・

EPMDocument の分離管

理。変更との連動が秀逸。 
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機能・項目 Teamcenter （Siemens） ENOVIA （Dassault） Windchill （PTC） 

変更管理

（ECR/ECO） 

★★★ Change Manager

機能が充実。 

ECR→ECO→ECI 追跡、

影響分析、並列承認ワーク

フロー。 

★★★ Change Action に

よる変更管理。 ライフサ

イクルポリシーと統合した

変更制御。 

★★★ Change 

Management 機能が標準実

装。 変更との影響分析・

承認フローが強力。 

ワークフロー 

★★★ Workflow 

Designer で柔軟に設計可

能。 AWF（Active 

Workflow Foundation）に

よるルールベース制御。 

★★☆ Route / Approval

機能。 ポリシー（Policy）

によるライフサイクル状態

遷移と統合。 

★★★ Workflow 

Template Manager。 承認

フロー・通知・エスカレー

ションが豊富。 

ビジュアライゼーシ

ョン 

★★★ Lifecycle 

Visualization / JT 形式。 

ノン CAD ユーザーでも

3D 閲覧・マークアップ可

能。 

★★★ 3DEXPERIENCE

上の 3D ビューワー。 

CATIA 標準形式との親和

性が高い。 

★★★ Creo View（旧

ProductView）。 WVS

（Visualization Service）

によるサーバーサイド変

換。 

分類・再利用 

★★★ Classification 

Manager。 属性・形状に

よる部品検索と再利用促進

が成熟。 

★★☆ Library Central ア

プリ。 標準部品管理はあ

るが他社に比べやや限定

的。 

★★☆ Part Master での

分類管理。 プロジェクト

横断の再利用推進機能はや

や弱め。 

製造プロセス管理

（MBOM/工程） 

★★★ Manufacturing 

Process Planner (MPP)。 

工程計画・工程 BOM 変換

が最も充実。 

★★☆ DELMIA との統

合で実現。 単独 ENOVIA

では製造プロセスはやや弱

い。 

★★☆ MPMLink。製造

工程管理はオプション追加

が必要。 

プロジェクト管理 

★★☆ Schedule 

Manager。 ガントチャー

ト・マイルストーン管理は

基本機能。 

★★★ Program Central

（3DEXPERIENCE）。 プ

ロジェクトポートフォリオ

管理が充実。 

★★☆ Project 

Management。 基本的なプ

ロジェクト追跡機能を内

蔵。 

サプライヤー協業 

★★★ Supplier 

Management。 サプライヤ

ーポータル・部品承認プロ

セスが成熟。 

★★☆ Sourcing Central

アプリ。 サプライヤー評

価・調達との連携が可能。 

★★☆ Supplier 

Collaboration Module。 サ

プライヤーへのパーツ共有

機能は対応しているが拡張
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機能・項目 Teamcenter （Siemens） ENOVIA （Dassault） Windchill （PTC） 

性は限定的。 

クラウド対応 

★★★ Teamcenter X

（SaaS クラウド）。 オン

プレ・ハイブリッド・クラ

ウドの選択肢。 

★★★ 3DEXPERIENCE 

Cloud で完全 SaaS 対応。 

DS の主力戦略であり積極

投資中。 

★★★ Windchill+（SaaS

クラウド）。 オンプレと

のハイブリッド移行パスを

提供。 

SAP との連携 

★★★ Teamcenter-SAP 

Integration が充実。 

BOM・変更情報を SAP 

MM/PP/SD と双方向連

携。 

★★☆ SAP 連携は PIF

を通じて対応可能。 標準

コネクターはやや限定的。 

★★☆ PTC ThingWorx 

Navigate。 SAP 連携はコ

ネクター経由で対応。 

 

3.3 設計思想の違い：アーキテクチャの本質的差異 

Teamcenter：「Item」中心のオブジェクトモデル 

Teamcenter のデータモデルは Item（品目）を中心に構成されています。Item（例：部品番号）に対して

Item Revision（リビジョン）が紐付き、各リビジョンに対して Dataset（CAD ファイル・図面・ドキュメン

ト）が添付される三層構造です。この構造は製造業の部品管理思想と直感的に対応しており、特に機械系製

造業のエンジニアにとって理解しやすいモデルです。カスタマイズは Business Modeler IDE（BMIDE）で行

い、型の追加・関係の定義・ワークフローの設計が可能です。 

 

ENOVIA：「ポリシー」と「型」によるビジネスオブジェクトモデル 

ENOVIA のアーキテクチャは、MQL という DSL（ドメイン固有言語）に基づく「型（Type）・属性

（Attribute）・関係（Relationship）・ポリシー（Policy）」の 4 要素で構成されます。ポリシーはオブジェ

クトのライフサイクル状態（例：Draft→Review→Released→Obsolete）と各状態での権限・署名要件を定義

します。この柔軟なビジネスオブジェクトモデルは非常に高いカスタマイズ性を持ちますが、反面、設計の

自由度が高すぎるため適切なガバナンスなしには複雑化するリスクがあります。3DEXPERIENCE プラット

フォームへの統合により、設計（CATIA）・シミュレーション（SIMULIA）・製造（DELMIA）・マーケ
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ティングの全プロセスが単一プラットフォーム上で完結します。 

 

Windchill：「Java EE アーキテクチャ」とウェブ中心設計 

Windchill は Java EE（現 Jakarta EE）ベースの完全ウェブアーキテクチャを採用しており、ブラウザベース

での UI アクセスを重視した設計が特徴です。データモデルは WTPart（部品）・EPMDocument（CAD ド

キュメント）・WTDocument（ドキュメント）の三種を基軸とし、変更管理との連動が非常に密に設計され

ています。ファイルのボルティング（Vaulting）とレプリケーションが高度に発達しており、グローバル拠

点間での大容量ファイル同期に強みがあります。近年は ThingWorx（IoT 分析）・Vuforia（AR 作業指示）

との統合によって、工場の現場デジタル化まで視野に入れた Digital Thread の実現を推進しています。 
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4. PLM 選定の観点と失敗パターン 

4.1 自社の業種・製品特性との適合 

機能・項目 Teamcenter （Siemens） ENOVIA （Dassault） Windchill （PTC） 

業種・製品特性 推奨 PLM 理由 

自動車・二輪（日本

OEM） 
Teamcenter 

日本主要自動車メーカーの

採用実績多数。NX 統合と

サプライヤー管理が成熟。 

航空宇宙・防衛 ENOVIA / Teamcenter 

Airbus

（CATIA+ENOVIA）、

Boeing（Teamcenter）の

実績。厳格な構成管理が必

要な業種に適合。 

産業機器・工作機械 Teamcenter / Windchill 

機械系 BOM 管理の成熟

度。日本機械メーカーの採

用事例が豊富。 

医療機器 Windchill 

FDA 21 CFR Part 11 対

応・DHF 管理など規制対

応モジュールが充実。 

電子機器・ハイテク Windchill / ENOVIA 

ECO 管理の迅速性・

CADE データ連携（ECAD

統合）に強み。 

重電・エネルギー Teamcenter 

大規模 BOM・プロジェク

ト製番管理の実績。PS

（プロジェクト構造）に親

和性。 
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4.2 既存 CAD 環境との整合 

PLM 選定において最も現実的に影響が大きいのが既存 CAD 環境との整合です。以下の原則を前提として選

定することが失敗リスクを最小化します。 

●NX 主体の環境 → Teamcenter を第一候補とする。「NX+Teamcenter」は同一ベンダーによる統合で

あり、CAD と PLM の境界が最も希薄になる。 

●CATIA 主体の環境 → ENOVIA（3DEXPERIENCE）を第一候補とする。特に次世代設計基盤として

3DEXPERIENCE への全面移行を検討中の場合。 

●Creo（Pro/E）主体の環境 → Windchill を第一候補とする。Creo との統合は他 PLM を圧倒する成熟

度を持つ。 

●SolidWorks 主体の環境 → Teamcenter・Windchill 両者が有力。Dassault 傘下となった SolidWorks と

ENOVIA の統合も今後進展が期待される。 

●マルチ CAD 環境（NX・CATIA・Creo・SolidWorks が混在） → いずれの PLM も中立的なコネクタ

ーで対応するが、Teamcenter が最も広範な CAD アダプターを保有。 

 

4.3 PLM 導入の典型的失敗パターン 

PLM プロジェクトは「高額・長期・失敗しやすい」と言われます。その失敗の多くは技術的問題ではなく、

以下のような意思決定・プロセス設計の問題に起因します。 

●失敗パターン① 過剰カスタマイズ：「現行の業務フローをそのまま PLM に実装する」という発想は

PLM の価値を毀損する最大の原因です。PLM 標準機能に業務を合わせる（Fit to Standard）を基本原則

とすべきです。 

●失敗パターン② PDM 止まり：CAD ファイルの保管・版管理だけで PLM の導入を終わりにしてしま

う。変更管理・BOM 管理・ERP との連携まで繋げて初めて PLM の投資対効果が生まれます。 

●失敗パターン③ 設計部門のみの導入：設計部門だけが PLM を使い、調達・製造・品保が Excel 管理の

まま。情報の「Single Source of Truth」が実現せず、部分最適に終わります。 

●失敗パターン④ チェンジマネジメント不足：PLM は設計者の日常業務を根本的に変えるシステムで

す。導入直後の操作教育だけでなく、「なぜ PLM を使うべきか」という意識変革が不可欠です。 
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5. PLM と ERP の連携設計 

PLM と ERP（特に SAP）は、製造業のデジタル基盤における「両輪」です。PLM が「製品知識の管理」を

担い、ERP が「経営資源の管理」を担う──この分担を明確にし、両システムを適切に連携させることが、

製造 DX の成功条件です。 

 

5.1 PLM と ERP の役割分担 

機能・項目 Teamcenter （Siemens） ENOVIA （Dassault） Windchill （PTC） 

管理対象 PLM（設計・開発領域） ERP（経営・実行領域） 

BOM 

EBOM（設計部品表） 

MBOM（製造部品表）の

管理・変更管理 

ERP 内部品表（SAP 

CS/PP-BOM） 受注・製

造・原価計算に使用 

品目マスタ 

CAD 品目・設計仕様・図

面番号の管理 PLM 側が

「マスター」 

品目マスタ

（MARA/MARC）の管理 

PLM から受け取り実行に

使用 

変更管理 
ECR/ECO/ECI（設計変更

の発生・承認・実施） 

変更の「実行後」の処理

（在庫影響・伝票処理） 

図面・ドキュメント 
設計図面・仕様書・計算書

の版管理・承認 
伝票・帳票・報告書の出力 

原価管理 
目標原価・見積原価（開発

段階） 

実績原価・標準原価（生産

段階） 

 

5.2 PLM-SAP 連携の典型パターン 
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PLM と SAP の連携において最も重要な接続点は「BOM・品目マスタ・変更情報の双方向同期」です。 

●EBOM→SAP BOM 連携：PLM で承認・リリースされた設計 BOM を、SAP PP の製造 BOM として自

動転送。Teamcenter-SAP 統合では標準のインテグレーションアダプターが提供されます。 

●設計変更→在庫・購買への連携：ECO が承認されたタイミングで、SAP の変更管理機能と連動し、変更

後の部品への切り替え時期・在庫消化計画が自動で起動するシナリオが理想形です。 

●品目マスタのマスターシステム定義：品目マスタを PLM 側で生成（技術仕様）し、SAP へ転送（購

買・製造情報を追加）するという「PLM がマスター」の構成が推奨されます。逆の構成（SAP 側生成）

では技術情報の欠落が生じやすいです。 

 

PLM×ERP の連携設計における原則 

「PLM は設計知識の金庫、ERP は業務実行の司令塔」という役割分担を明確化することが先決で

す。BOM の二重管理・品目マスタの重複作成はデータ品質の悪化と管理コスト増大を招きます。

PLM をマスターとし、承認済み情報のみを ERP に連携する一方向（または制御された双方向）の

アーキテクチャを設計段階から定義することが成功の鍵となります。 
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おわりに：PLM は DX の「設計思想」そのものである 

PLM の導入は、単なるシステム切り替えではありません。製品に関わるすべての情報を「デジタルで統治す

る」という設計思想の変革です。 

Teamcenter・ENOVIA・Windchill のいずれを選択するにせよ、大切なのはツール選定の巧拙ではなく、

「何のために PLM を入れるのか」「どの業務をどこまでデジタル化するのか」という問いへの明確な答え

を経営と現場が共有しているかどうかにあります。 

設計変更が現場に即座に届く環境、部品を新規設計する前に類似品が見つかる環境、図面の版が常に一つの

真実として管理される環境──PLM が実現するこれらの状態は、製造業の「ものづくりの質」と「スピー

ド」を根底から変える力を持ちます。 

本稿がその実現に向けた第一歩の羅針盤となれば幸甚です。 

 

以上 


